






























目的 

心身障害児の早期発見と対策を軸に一般乳幼児の健康増進疾病予防を目的とした母子保健

システムの確立の為の研究は多い。私達も母子保健システム研究の一環として,乳幼児健康

管理方式とそのシステム化に関する研究を行ってきた 1)～3)。その結果,心身障害児対策

確立のためには発見と対応のための技術研究とともにそれらにかかわる医療情報を分析し

,現場にフィードバックさせつつシステムの質的向上を計る必要があると考えられた。そこ

で今回先天異常モニタリングシステム研究の精神障害グループの研究協力者の立場から次

の研究目標を設定した。 

精神遅滞およびそれに関連する辺縁群(自閉症状群,多動児,言語発達障害児など)や行動異

常などの適応障害をしめす児を対象に,精神障害児の情報管理上の問題,モニタリングシス

テムの中で何をマーカーとするか,現在の母子保健システム充実の過程でモニタリングシ

ステムの確立を計るためには如何なるあり方が望まれるかなどについて検討することとし

た。 


